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順 位 氏 名 スコア ホールインワン 

優 勝 小林 寿次郎 ５４ ３ 

準優勝 割田 美佐子 ５４ 1 

第３位 荒木 さえ子 ５７ 1 

 

平成２９年９月１日発行 №８１   

2017 夏の成人式 ４ ６ 名 

 
８月１５日（火）いぶ

き会館において、高山

村成人式が挙行され、

今年度新成人となられ

た方は４６名でした。 

今後のご活躍を期待し

ますとともに、心から

お祝い申し上げます。 

村長杯グラウンドゴルフ大会結果 

中学生海外派遣事業 in オーストラリア 
【参加生徒感想】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 おちゃっぴ先生のねんど教室  

 

第２９回 村民野球大会結果【８月６日】 
準決勝 判形 9－2五領  新田―戸室（棄権） 
決 勝 判形 8－4新田 

総合成績 

優 勝 判形分館 準優勝 新田分館 第３位 五領分館・戸室分館 

個 人 賞 

最優秀選手賞【五嶋 裕太】  最優秀投手賞【後藤 俊一】 

敢 闘 賞【石坂 祐一】 

7 月 29 日（土）いぶき会館に

て”ねんど教室”が開催されま

した。 

午前・午後とも大勢の方が参

加し、みんな楽しくパンダを作

りました。 

 

平成 29年度 吾妻町村連携講座のお知らせ 

 高山村会場で開催される成人向け講座の詳細が決定しました!! 

 １０月１８日（水） サンドブラスト（北毛青少年自然の家） 

天文台施設見学（県立ぐんま天文台） 

大会結果 

１位 小池龍生 １０９ｍ（歴代８位） 

２位 後藤桜和 １０５ｍ 

３位 石坂琉維  ９４ｍ 

東吾妻町会場  １１月 ２日（木） 

（泥染め・吾妻渓谷散策） 

長野原町会場  １１月３０日（木） 

（やんばダム工事見学） 

「勇者ライと３つの扉  ①金の扉 ②銀の扉 ③木の扉」 

 作：エミリー・ロッダ  メディアファクトリー 
 

街を取り囲む巨大な壁に守られていたウェルドは、人を喰らう怪鳥によって、滅亡の危機にあった。街を救う
ため、勇者たちが壁の外へ派遣されたが、戻って来る者はいなかった。ライは二人の兄を探しに行く決意をする
が、壁の外へ出るには、勇者となり、魔法のかかった３つの扉から一つを選ばなければならない･･･｡ 
デルトラ・クエストなど多数の人気シリーズをもつ著者のファンタジー三部作です。 

脇屋先生の絵画教室（画家・元高山中学校教諭） 

（風景画写生のしかたと技術指導・写生） 

日 時：10 月 28 日（土）・29 日（日）10 時から 16 時 

場 所：いぶき会館 3 階多目的ホール 

対 象：小学 4 年生以上（年齢制限はありません） 

定 員：先着 20 名（定員になり次第、締め切ります） 

参加費：画用紙代 200 円 

締切日：9 月 29 日（金）までに教育委員会（63-3046）へ 

その他：昼食・絵具等（水彩・油絵どちらも可）は各自ご用意ください 

    1 日のみの参加も可能です 
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「気分は火山学者」 
あがつま子どもセンター主催親子体験事業 
 
内容  白根山でパン皮状火山弾を探そう 
期日  １０月１４日（土）9:00～12:00 
場所  草津町天狗山横自然公園（第６駐車場） 
申込方法 メール hiroshi@violin.ocn.jp 
問合先  090-5589-2742(16:00～17:00) 

 高山幼稚園の取組を紹介します 

今年度は「園生活の基礎・基本をしっかり身に付けられるようにすること」を目標に、職員

で研修しています。 

来年度より新幼稚園教育要領（幼稚園教育のねらいや内容が示されているもの）が実施され、

小学校教育との接続についても、より具体的な内容が追加されました。園の幼児の実態を踏ま

え、園生活の様々な場面での基本的なことをしっかり身に付けることが、小学校生活につなが

ると考えます。それぞれの年齢で、どのように園生活の基本的なことをしっかり身に付けられ

るようにするのか、普段から職員間でカンファレンスを行い、共通理解したうえで保育してい

ます。 

これまでの研修で効果的な援助方法も継続的に取り入れながら、今後も「３歳→４歳→５歳

→小学校」と、スムーズに育ちをつなげることを目指し、研修を深めていきたいと思います。 

（文責：高山幼稚園） 
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